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校長室より 

先週の火曜日から、後期後半の授業がスタートしました。子どもたちはとても元気です。

冬休み中、大きな事故もなく過ごせましたこと、保護者の皆様や地域の皆様の温かい見守

りのおかげと、こころよりお礼申し上げます。ありがとうございました。今年も、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

さて、昔から１月．２月．３月はあっと言う間に過ぎていってしまうと言います。そん

なところから、行く（１月）逃げる（２月）去る（３月）などという言葉が生まれたので

しょう。学校では、もっと短く感じます。１月の１週間が終わっ

た時点で後期後半がスタートし、短い２月（今年は２８日）をは

さんで、３月の１週間を残して今年度が終わります。先週の集会

でも子どもたちに話したのですが、1 年生から５年生までは今日

(１５日)を含めて、学校へ登校するのは４８日、６年生はなんと

４３日しかありません。油断をしていると、何もしないうちに終わってしまったなんてこ

とにもなりかねません。子どもたちには、１年のまとめをしっかりやりましょうと言いま

した。特に６年生の子どもたちにとっては、６年間の総まとめをする大切な時間です。中

学校への準備も含めて、充実した毎日を送ってほしいですね。 

昨日までの３連休で、伊勢を訪れる初詣客の車もひと段落というところでしょうか。そ

れでも、２月初旬頃までは、土日の交通量は多いようです。子どもたちが交通事故にあわ

ないよう、ご家庭でもご指導をお願いいたします。 

成人式 

この３連休中、若い和服の参拝客をよく見かけました。成人の日が１月１５日から１月

の第２月曜日に変更になってから、どうも切り替えがうまくいきません。多くの和服姿を

見かけても、それが成人式を迎えた若者であることに気づくのに、しばらく時間を要して

しまいました。自分の成人式の時のことを思い出すのには、さらに膨大な時間を要します

が、楽しそうに歩く若者を見ていると、平和っていいなと思います。６年生

の子どもたちが成人式を迎えるのに８年。１年生の子どもたちだと１３年。

そのころの日本は、どんなふうになっているのでしょうか。社会が平和で安

全でありつづけることは、私たち大人の責任です。子どもたちが、笑顔で成

人式を祝うことができる、そんな社会が続くように頑張りましょう。 



インフルエンザの流行期を迎えました 
連日の寒さと乾燥した空気・・・インフルエンザの流行期に入りました。

いつもながらのことですが、インフルエンザにかからないようにするに

は、外から帰っての手洗いとうがいの励行です。また、発熱・咳・関節の

痛み等の症状が出たら、早めにお医者様に診て頂きましょう。さらに、睡

眠を十分取ることや、好き嫌いなく食事をするなどにも気を付けましょ

う。なお、インフルエンザと診断されましたら、速やかに学校までご連絡

ください。出席停止の用紙をお渡しします。 
子どもたちの生活のリズムは・・・？ 

学校が始まって１週間がたちました。休み明けでちょっと元気がなかった子どもたち

も、とても元気に運動場を走り回っています。でも、せっかく戻った生活のリズムが、こ

の３連休で崩れてしまっていないか心配です。インフルエンザに気を付けることとあわせ

て、早寝早起き朝ご飯など、生活のリズム維持についてもご指導ください。どうぞよろし

くお願いいたします。 
 今後のおもな予定 

・ ２１日（月） 委員会活動 
・ ２４日（木）～３０日（水） 学校給食週間 
・ ２８日（月）  クラブ活動 
・ ３０日（水）  保健・給食集会  

子どもは風の子   

今年の冬は暖冬だなんて予想が、去年の夏頃に出ていたのを覚えています。ところが蓋 

をあけてみたら、１２月から冬将軍が居座って、寒い毎日が続いています。ニュースでは

「真冬並みの寒さ」という言葉が頻繁に出てきますが、真冬とは大寒の頃の気温です。今

年の大寒は１月２０日ですから、まだまだ寒いと言うことでしょう。長期予報でも、今年

の１月は例年より寒いと言ってましたから、間違いないのでしょう。（例年というのもあや

ふやな表現で、いつもよりはということなのでしょうか。） 

それでも、子どもたちは元気です。この寒風の中を運動場に飛び出して行きます。鬼ご 

っこやドッジボール、サッカーや一輪車など、やることは様々

ですが、共通して言えることは、みんな全力で動き回っている

ということです。先日、近くの水道工事の様子を見に行こうと、

運動場の外側を歩いていました。すると、何人かの子どもたち

が私を見つけて質問してきます。「何しとるの？」「どこへ行く

の？」それに答えてから、私からも声をかけます。「寒いなあ。」それに対して帰ってくる

言葉は、どの子も「暑いよ。」ほっぺを真っ赤にして言う子どもたちを見ながら、私も背中

を伸ばして歩き始めました。本当に、子どもは風の子ですね。 

 

 


